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 岩下 そうですね。 




















 岩下 ふだんはそういうのを忘れていますから。 
 河本 実際確実に忘れていますからね。この辺のことについて、今日のワークショップの中で幾つ













































 岩下 すごいですよね。 
 河本 長い階段を下りていかないといけない。足元を見てはいけないんですよ。 















 河本 しないんですね。そうそう。 
 岩下 分析というのは分けることですね。分けない。ただありのままの世界に対し目を開ける。そ
ういうことに近いかと思います。焦点を合わせるのではないんですね。 




 河本 たぶんね。 
 岩下 はい。 
 河本 だから、つかまえて、これを手がかりにして自分の身体を制御しようとすると、既に身体の




















 岩下 窓ですね。 




 岩下 いないですよね、特別な研究者以外は。 
 河本 そうそう。いや、本当なんですよ。遺伝子は DNAからできていると思っているかもしれな







































 岩下 そうですね。目も見えないです。目が一番見えないです。 





































 岩下 グレーとか…。 
 学生 グレーですか。 
 岩下 はい。 




 岩下 そうです。私のイメージです。 
 学生 私は緑だったんですけど（笑）。 
 岩下 それはミドリムシかも？（笑）。 
 河本 ミドリムシとか、ミトコンドリアとか、生きている物はそれぞれ別のものですよ。 
















 学生 楽しかったです。 
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 岩下 ふさがれてしまいますね。 








 岩下 壊さないようにということです。 
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 学生 速いです。 
 河本 速いですね。 













































 岩下 それは、止まることなんです。 
 河本 止まる。 
 岩下 はい。もう動かないで止まってしまうんですね。止まっている間に、次の動きが出てくるの
をひたすら耐えて待つわけです。これが実は大変なんです。 






 岩下 それも 1つの手なんでしょうね。 
 河本 ねえ。 



















 岩下 表、ああ、おもしろいですね。 











 岩下 それは往々にしてずれるんですね。 
 河本 うん。 
 学生 360度、全部観客みたいなのがあるじゃないですか。 
 岩下 はい、それもやったことがあります。 
 学生 すごく大変じゃないかと思って。 
 岩下 それは全部、表ですね（笑）。 
 河本 全部、表。 
 岩下 360度客席に囲まれた舞台で踊ることも何回かやっています。 
 河本 ついでにお聞きしておきたいのですが、今日のプレゼンの最初の 10 分ぐらいのところで回




 岩下 回転はあまりなかったですね。 
 河本 回転も重要な動きの 1つです。前後、左右、それから上下、これはものすごくたくさんあり、
特に上下の重心の移動は、よく人間の体はこんなに沈められるものだと思うぐらいにするの
ですが、回転はどういう感じを持たれているのですか。 
 岩下 たぶん、自分の中にはあまりないと思います。 










 学生 客席が暗いと暗闇に向かって踊るような人とか、踊り手によってどうも違うようです。 
 岩下 暗闇に向かっては踊ってないですね。 
 学生 お客さんとの関わりはどうするのですかと聞くと、「暗闇だと思って踊っています」という
人もいるし、一塊のお客さんに見られる形で踊るという人もいたのですが、岩下先生の場合、
見ている人との関わりはやはり 1人 1人の……。 
 岩下 やはり、まなざしが体にやって来ますので、それで体の感覚が全く変わってきます。 
 学生 体の感覚が変わる。 
 岩下 はい。さっきは全く演出意図がなかったもので、お客さまにご覧いただいているという感覚
にすごく正直にやっていると、こちら（正面）ばかり（笑）。 












 岩下 はい。 











 岩下 後者ですね。 
 学生 先生がやっているのは演技という概念は合わないですか。 










 岩下 まあ、全くないとは言えないですけどね。 


















 岩下 浮く感じですよね。 
 学生 はい。身体的な、フィジカル的な浮揚なのか。どういう浮揚感でしょうか。 
 岩下 やはり感覚的なことだと思います。 
 河本 岩下さんは高揚することはあるのですか。ワーと熱血的に高揚する。 



















 岩下 気持ちいいという、その気持ち良さの質がずいぶん変わってきました。 
またはじめの話に戻ってしまうのですが、踊り始めたころって私も目をつぶって気持ち良く
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なりたかった。でも、自分自身によく問いかけてみると、その気持ち良くなりたいというこ
とは、どこか現実から逃げようとしていることなんですね。要するに、自分が世界から一歩
退いていて、匿われてあるような感覚です。そのなかにずっといたかった。でも、それでは
踊りにはならないわけです。 
 河本 まだまだたくさんあるのかもしれないのだけど、岩下先生はとてもお忙しいので、これだけ
の時間をやって、みんな身体に関してはほぼ初めてのような体験をしたわけだから、みんな
こちらへ出てきて一緒に写真を撮りましょうか。 
 
 
 
